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2）接近速度に関する研究

1－2－4．交差点環境と出合頭事故
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1）環境改善による対策
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ト3．事故の人的要因分析
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1－3－2．事故発生モデル

1）事故偶然論

2）ドミノ理論
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2＿1．バリエーションツリーアナリシス（Vm）

2－1－1．Vmの考え方
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2＿ト3．Vmによる交通事故の人的要因分析
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3－3－2．交差点進入時の一時停止と確認状況
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（安全確認他車発見型）

（距離速度誤判断型）

（一時停止見落とし型）

7）他のパターンについて

3－3－4．認知・行動パターンと一時停止の関係

3－3－5．非優先側運転者の交差点進入モデル
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4－3－4．優先側運転者の認知・行動パターン

1）パターンlb（相手発見後等速進行型）

2）パターン2b（安全不確認型）

3）パターン3b（交差点見落とし型）

4）他のパターンについて

5）認知・行動パターンと交差点進入行動の関係
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4－3－6．認知・行動パターンと交差点環境・運転者属性の関係

4－3－7．優先側運転者の交差点進入モデルの検討
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1）観察項目の信頼性

2）クロス集計による運転者属性，車両属性の進入行動への影響の
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5－5－3．点灯別ラグの平均値，中央値，クリティカルラグ（他者の影響
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5－5－6．昼間点灯によるコンフリクト（全ての試行）

5－6．考察

6章　総合論議
6－1．無信号交差点における出合頭事故の発生メカニズムについて

6－2．非優先側運転者への対策について

6－3．優先側運転者に対する対策について

6－4．VTAについて

6－5．交通事故防止における課題
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